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し
た
が
っ
て
二
回
投
票
制
は
極
端
で
は
な
い
政
党
に
有
利
で
あ
る
し
、
候
補
者
は
第
二
回
目
に
余
分
な
投
票
を
集
め
る
者
で
な
け
れ
ば
な

(3) 

（
国
民
戦
線
）
が
こ
の
制
度
を
嫌
う
理
由
で
も
あ
る
。

二
回
投
票
制
は
、
第
三
共
和
制
の
も
と
で
、
伝
統
的
な
中
道
派
や
独
立
的
な
名
望
家
が
議
席
を
維
持
す
る
の
に
役
立
ち
、
そ
の
結
果
内

ら
な
い
。
ル
ペ
ン
の

F
N

た
し
か
に
一
九
八
六
年
の
社
会
党
政
権
の
も
と
で
の
国
民
議
会
選
挙
は
比
例
代
表
制
が
採
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
選
挙
の
結
果
登
場
し
た

R

(2) 

の
シ
ラ
ク
内
閣
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
廃
止
さ
れ
、
二
回
投
票
制
が
復
活
し
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

二
回
投
票
制
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
「
第
一
回
で
選
べ
、
第
二
回
で
落
と
せ
」
と
言
わ
れ
る
。
第
二
回
投
票
の
際
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
ネ

ガ
テ
ィ
プ
で
あ
る
。
「
社
会
党
政
権
を
阻
止
す
る
た
め
に
団
結
」
あ
る
い
は
「
個
人
権
力
に
反
対
の
た
め
に
結
集
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

P
R
 

第
四
五
巻
第
四
号

（
八
五
四
）

た
。
フ
ラ
ン
ス
の
選
挙
制
度
は
フ
ラ
ン
ス
的
色
彩
に
満
ち
、
そ
れ
が
、
政
治
形
態
、
選
挙
政
治
の
ス
タ
イ
ル
等
を
説
明
す
る
要
因
に
な
る
。

第
五
共
和
制
が
始
ま
る
一
九
五
八
年
ま
で
は
、
制
度
的
不
安
定
や
選
挙
制
度
の
変
更
は
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
風
土
病
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
た
。
危
機
的
局
面
で
は
、
支
配
勢
力
は
、
選
挙
制
度
の
変
更
が
、
穏
健
に
せ
よ
強
烈
に
せ
よ
、
有
利
に
な
る
か
決
定
的
損
失

一
九
六
二
年
の
直
接
公
選
制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
大
統
領
選
挙
が
第
五
共
和

(
l
)
 

制
の
決
定
的
な
選
挙
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
く
ぶ
ん
変
化
し
て
き
た
。

二
回
投
票
制
は
フ
ラ
ン
ス
の
選
挙
政
治
の
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
候
補
者
が
過
半
数
の
支
持
を
得
な
け
れ
ば
、
二
回
目
の

投
票
を
お
こ
な
う
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
第
五
共
和
制
下
の
現
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
大
統
領
選
挙
、
国
民
議
会
選
挙
（
総
選
挙
）
、
地
方
議

会
選
挙
な
ど
に
こ
の
や
り
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
選
挙
方
式
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
第
二
帝
制
下
の
一
八
五
二
年
に
は
じ
め
て
用

い
ら
れ
、
第
三
共
和
制
下
の
七

0
年
間
の
う
ち
六

0
年
間
採
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
共
和
制
の
も
と
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
比
例

代
表
制
が
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
第
五
共
和
制
下
で
は
、
あ
れ
ほ
ど
第
三
共
和
制
の
不
評
判
の
も
と
に
な
っ
た
二
回
投
票
制
に
戻
っ
た
。

（
共
和
国
連
合
）

を
ま
ぬ
が
れ
さ
す
、
と
信
じ
て
い
た
。
そ
の
パ
タ
ー
ン
は
、

関
法



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
制
度
と
政
治
形
態

五
共
和
制
憲
法
は
選
挙
制
度
に
関
し
て
は
オ
ル
ド
ナ
ン
ス

の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
形
態
が
登
場
し
た
り
消
滅
し
て
き
た
。
そ
の
数
は
、

（
一
七
九
九
年
、

一
八
五
一
年
、

ク
ー
デ
タ
ー
前
夜
と
い
う
状
況
で
第
四
共
和
制
が
運
命
を
委
ね
た
の
は
、
当
時
は
政
界
を
退
い
て
い
た
ド
ゴ
ー
ル
将
軍
で
あ
っ
た
。
彼

が
創
出
し
た
の
は
、
民
主
主
義
の
原
則
に
た
つ
共
和
制
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
議
会
の
権
限
は
抑
え
ら
れ
、
強
力
な
権
限
を
与

(
6
)
 

え
ら
れ
た
の
は
、
大
統
領
が
率
い
る
行
政
府
で
あ
っ
た
。

現
在
の
国
民
議
会
の
選
挙
制
度
は
、
小
選
挙
区
二
回
投
票
制
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
第
五
共
和
制
の
発
足
以
来
こ
の
方
法
が
と
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
各
選
挙
区
の
定
数
を
一
と
す
る
小
選
挙
区
制
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
絶
対
多
数
を
得
票
し
た
候
補
者
を
当
選
と
し
、
そ
れ
(
7
)
 

が
い
な
い
選
挙
区
で
は
二
回
目
の
投
票
を
お
こ
な
い
、
相
対
多
数
で
当
選
人
を
決
め
る
と
い
う
、
他
に
あ
ま
り
例
の
な
い
方
法
で
あ
る
。

第
五
共
和
制
発
足
後
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
社
会
党
第
一
書
記
は
、
ド
ゴ
ー
ル
に
反
対
し
て
小
選
挙
区
制
復
活
を
唱
え
た
が
採
用
さ
れ
ず
、
第

（
政
令
）
に
よ
り
政
府
が
制
定
す
る
と
い
う
形
で
一
九
五
八
年
一

0
月
五
日
の

（
八
五
五
）

か
、
ま
た
は
そ
れ
を
契
機
と
し
て
打
倒
さ
れ

(
5
J
)
 

な
っ
て
倒
壊
し
た
。

一
九
五
八
年
）
、
そ
し
て
残
る
四
つ
は
戦
争
が
原
因
と

る
。
二
つ
の
王
制
が
革
命
に
よ
っ
て
消
え
去
り
(
-
八
―
―

1
0
年、

1
0
に
の
ぼ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
倒
壊
し
て
い

フ
ラ
ン
ス
は
、

一
七
八
九
年
の
大
革
命
以
来
、
民
主
主
義
の
原
理
を
樹
立
し
て
き
た
が
、
政
治
の
現
実
は
、
民
主
政
治
を
続
け
て
き
た

二、

フ
ラ
ン
ス
政
治
と
選
挙
制
度

(
4
)
 

閣
が
し
ば
し
ば
交
替
す
る
と
い
う
政
治
的
不
安
定
を
招
い
た
。
第
五
共
和
制
で
は
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
。
ひ
と
つ
は
直
接
公
選
の
大
統
領

制
の
定
着
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
そ
の
結
果
と
し
て
の
支
配
政
党
（
選
挙
民
政
党
）

一
八
四
八
年
）
、

の
出
現
で
あ
る
。

五
つ
の
共
和
制
の
う
ち
三
つ
が
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る



入
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
が
、

第
四
五
巻
第
四
号

一
九
七
八

政
令
と
な
っ
て
表
れ
た
。
そ
の
後
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
は
、
ド
ゴ
ー
ル
が
比
例
代
表
制
に
乗
り
気
で
あ
っ
た
が
、
彼
を
説
得
し
て
小
選
挙
区
制
を

一
九
七

0
年
―
二
月
社
会
党
声
明
で
、
「
行
政
府
の
安
定
と
効
率
化
を
維
持
し
、
世
論
の
す

う
勢
を
公
正
に
反
映
す
る
選
挙
制
度
と
し
て
比
例
代
表
制
は
最
善
の
選
挙
制
度
で
あ
る
」
と
宣
言
し
た
。

一
九
七
四
年
の
大
統
領
選
挙
中

に
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
候
補
も
多
数
得
票
者
当
選
制
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
中
道
派
の
票
を
集
め
る
た
め
比
例
代
表
制
支
持
論

に
同
調
し
た
。
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
が
大
統
領
に
当
選
後
、
連
立
与
党
の

R
P
R
は
常
に
比
例
代
表
制
反
対
の
立
場
を
と
る
。

七
四
年
、
シ
ラ
ク
は
首
相
就
任
に
際
し
、
こ
の
問
題
で
意
見
の
対
立
を
み
た
場
合
に
は
辞
任
も
辞
さ
な
い
、
と
の
べ
て
い
る
。

年
の
選
挙
で
は
中
道
派
で
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
の
支
持
母
体
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
社
会
民
主
中
道
派

(
C
D
S
)
は
比
例
代
表
制
導

一
方
同
じ
中
道
の
共
和
党

(
P
R
)
は
、
こ
れ
を
と
り
下
げ
て
い
る
。
要
す
る
に
与
党
は
現
行
制
度
が
自

(8) 

派
に
も
は
や
有
利
で
な
く
な
っ
た
時
し
か
、
こ
れ
を
い
じ
ろ
う
と
し
な
い
。

一
九
八
五
年
四
月
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
率
い
る
社
会
党
政
権
下
に
お
い
て
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
か
ね
て
か
ら
の
公
約
で
あ
っ
た

「
選
挙
で
の
民
意
の
公
平
な
反
映
」
を
は
か
る
た
め
の
比
例
代
表
制
導
入
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
比
例
代
表
制
導
入
は
、
タ
テ
マ
エ

上
は
「
選
挙
で
の
公
平
な
民
意
の
反
映
」
の
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
を
総
合

す
れ
ば
、
実
際
に
は
社
会
党
の
退
潮
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
比
例
代
表
制
と
な
れ
ば
保
守
陣
営
の

R
P
R
（
共
和
国
連
合
）
、

U
D
F
（
フ
ラ
ン
ス
民
主
連
合
）

成
算
を
た
ち
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
と
し
て
は
首
相
の
任
命
権
、
国
会
解
散
権
な
ど
を
背
景
に
政
権
の
主
導
権
を
握
る
こ
と
も
可
能
で

あ
っ
た
。
か
く
し
て
成
立
し
た
比
例
代
表
制
に
よ
っ
て
一
九
八
六
年
三
月
に
国
民
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
た
結
果
、
保
守
陣
営
が
過
半
数
を

(9) 

若
干
上
回
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
社
会
党
の
退
潮
は
あ
る
程
度
食
い
止
め
ら
れ
た
。

導
入
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、

関
法

の
協
力
態
勢
は
崩
れ
る
う
え
、
社
会
党
が
な
お
第
一
党
の
座
を
確
保
す
る

四
（
八
五
六
）

一
九



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
制
度
と
政
治
形
態

第
五
共
和
制
は
二
つ
の
局
面
で
確
立
さ
れ
た
。

五

保
守
陣
営
の
勝
利
に
よ
り
成
立
し
た

R
P
R
の
シ
ラ
ク
内
閣
は
、
当
初
か
ら
国
民
議
会
選
挙
を
比
例
代
表
制
か
ら
元
の
小
選
挙
区
二
回

投
票
制
に
戻
す
こ
と
を
目
指
し
た
。
こ
れ
は
小
選
挙
区
二
回
投
票
制
が
保
守
陣
営
に
圧
倒
的
に
有
利
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で

あ
る
。
国
民
議
会
、
元
老
院
の
双
方
に
お
い
て
多
数
を
占
め
る
保
守
陣
営
は
、

案
を
議
会
を
通
過
さ
せ
た
。

一
九
八
八
年
六
月
の
国
民
議
会
選
挙
に
お
い
て
は
、
こ
の
保
守
陣
営
の
思
惑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皮
肉
に
も

(JO) 

社
会
党
が
そ
の
直
前
の
大
統
領
選
挙
で
の
勢
い
に
乗
っ
て
大
幅
に
議
席
を
増
や
す
結
果
と
な
っ
た
。

三
、
大

一
九
八
六
年
六
月
に
小
選
挙
区
二
回
投
票
制
に
改
正
す
る

主
と
し
て
、
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
に
よ
り
な
が
ら
、
選
挙
制
度
と
政
治
形
態
を
大
統
領
制
の
側
面
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。
今
日
の
フ
ラ

ン
ス
政
府
の
力
と
安
定
性
は
憲
法
よ
り
も
凝
集
性
と
規
律
の
あ
る
議
会
多
数
派
の
存
在
に
由
来
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
議
会
多

数
派
は
基
本
法
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
諸
制
度
に
部
分
的
に
の
み
帰
因
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
結
果
的
に
は
、

ド
ゴ
ー
ル
が
権
力
復
帰
に
よ
っ
て
復
活
さ
せ
た
小
選
挙
区
二
回
投
票
制
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
も
生
じ
る
。
こ
の
改
革
は
、
多
党
制
的
で
規

律
の
欠
如
し
て
い
た
政
党
シ
ス
テ
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
の
し
っ
か
り
し
た
組
織
を
も
っ
た
二
つ
の
連
合
へ
と
双
極
化
す
る
の
に
大
い

に
貢
献
し
た
。
直
接
公
選
の
大
統
領
選
挙
も
こ
の
変
化
に
寄
与
し
た
。
た
だ
し
、
第
四
共
和
制
で
実
施
さ
れ
た
比
例
代
表
制
に
戻
る
な
ら

(11) 

第
四
共
和
制
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
回
帰
す
る
こ
と
を
大
統
領
選
挙
が
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
に
言
わ
せ
れ

ば
、
憲
法
や
大
統
領
制
と
い
う
よ
り
は
、
選
挙
制
度
に
注
目
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

①
議
院
内
閣
制
か
ら
半
大
統
領
制
へ

（
一
九
五
八
ー
一
九
六
二
）

統

領

制

一
九
五
八
年
、
新
憲
法
が
、
非
常
に
現
代
的
な
合
理
化
と
ル
イ
11

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
ス
タ

（
八
五
七
）



②
半
大
統
領
制
の
運
用
(
-
九
六
ニ
ー
一
九
八
六
）

一
九
六
二
年
以
後
は
、
人
民
に
よ
る
選
挙
を
根
拠
に
現
実
的
に
結
論
さ
れ
る
。
名
義
人
と
し
て
の
大
統
領
と
い
う
議

(15) 

会
的
概
念
は
、
憲
法
が
明
文
で
用
い
な
い
か
ぎ
り
、
完
全
に
放
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

け
ら
れ
た
。
逆
に
、

法
文
が
沈
黙
し
て
い
た
場
合
、

一
九
六
二
年
以
前
は
、
大
統
領
権
限
は
、
議
会
の
枠
組
み
に
し
た
が
っ
て
、
名
目
的
で
あ
る
と
結
論
づ

人
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

人
々
が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
、

第
四
五
巻
第
四
号

イ
ル
の
オ
ル
レ
ア
ン
主
義
を
混
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
特
の
議
会
制
を
確
立
し
た
。

一
九
六
二
年
、
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
従
来
の
諸
(12) 

規
定
に
直
接
公
選
に
よ
る
大
統
領
選
挙
を
重
ね
て
憲
法
の
構
造
を
根
本
的
に
変
え
た
「
半
大
統
領
制
」
と
呼
び
う
る
体
制
が
確
立
し
た
。

一
九
六
二
年
の
憲
法
改
正
は
大
統
領
の
選
出
を
一
九
五
八
年
に
確
立
さ
れ
た
地
方
名
士
に
よ
る
選
挙
に
か
え
て
普
通
選
挙
と
し
た
。
大

統
領
選
挙
は
第
一
回
投
票
の
一
五
日
後
に
第
二
回
投
票
を
お
こ
な
う
と
い
う
独
特
な
や
り
方
を
も
っ
た
二
回
投
票
多
数
代
表
制
に
よ
っ
て

お
こ
な
わ
れ
る
。
第
一
回
投
票
は
伝
統
的
な
規
則
ど
お
り
立
候
補
者
は
当
選
す
る
た
め
に
は
絶
対
多
数
、

つ
ま
り
有
効
投
票
の
過
半
数
を

(13) 

獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
回
投
票
は
第
一
回
投
票
に
お
け
る
上
位
二
人
の
立
候
補
者
の
み
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

ど
の
市
民
で
も
大
統
領
選
挙
に
立
候
補
す
る
権
利
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
推
薦
制
が
設
け
ら
れ
た
。
各
立
候
補
者
は
、
国
会
議
員
・

県
議
会
議
員
・
パ
リ
市
議
会
議
員
•
海
外
領
土
の
議
会
議
員
ま
た
は
市
町
村
長
か
ら
な
る
、
少
な
く
と
も
一
0
0
人
以
上
に
後
援
さ
れ
な

一
九
七
六
年
に
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
推
薦
人
が
五

0
0
人
に
、
推
薦
人
の
属
す
る
県
ま

(14) 

た
は
海
外
領
土
の
数
が
一
―

10
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

関
法

1
0
0
人
の
推
薦
人
は
、
少
な
く
と
も
異
な
る
一

0
以
上
の
県
ま
た
は
海
外
領
土
か
ら
選
出
さ
れ
た

一
九
八
一
年
に
ル
ペ
ン
が
大
統
領
選
に
立
候
補
で
き
な
か
っ
た
の
は
推
薦

六

（
八
五
八
）



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
制
度
と
政
治
形
態

い
わ
れ
る
。

し
た
。

(3) 

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
ー
半
大
統
領
制
の
展
開
(
-
九
八
六
ー
一
九
九
五
）

七

一
九
八
六
年
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
が
シ
ラ
ク
を

(16) 

半
大
統
領
制
の
概
念
に
つ
い
て
は
す
で
に
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
し
た
い
。
さ
て
、

デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、

一
九
六
二
年
か
ら
八
六
年
ま
で
の
半
大
統
領
制
の
運
用
は
、
規
律
あ
る
議
会
多
数
派
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ
、
大
統
領
と
同
じ
側
に
方

向
づ
け
ら
れ
、
大
統
領
を
そ
の
多
数
派
の
首
長
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
大
統
領
は
こ
の
多
数
派
を
通
し
て
議
会
と
政

(17) 

府
を
統
制
す
る
。
大
統
領
は
イ
ギ
リ
ス
の
首
相
よ
り
強
力
な
状
況
に
あ
る
。

議
会
多
数
派
の
大
統
領
へ
の
服
従
は
半
大
統
領
制
の
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
統
領
の
政
府
と
国
民
議
会
に
対
す
る
支
配
を
可
能
に
す
る
。

(18) 

こ
れ
こ
そ
大
統
領
が
至
上
の
首
長
で
あ
る
多
数
派
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成
を
成
功
さ
せ
る
。

半
大
統
領
制
と
い
う
政
治
制
度
は
も
う
―
つ
の
利
点
を
も
っ
て
い
る
。
大
統
領
が
基
本
的
な
問
題
に
の
み
に
専
念
す
る
こ
と
を
可
能
に

(19) 

す
る
。コ

ア
ビ
タ
シ
オ
ン
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
国
民
の
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
大
統
領
と
国
民
議
会
で
の
多
数
派
を
代
表
す
る

(20) 

首
相
が
異
な
っ
た
政
治
勢
力
を
背
後
に
も
っ
て
い
る
場
合
を
い
う
。
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
に
よ
っ
て
半
大
統
領
制
は
あ
ら
た
な
展
開
を
し
め

コ
ア
ピ
タ
シ
オ
ン
で
問
題
に
な
る
の
は
大
統
領
権
限
と
首
相
権
限
の
相
克
で
あ
る
。

首
相
に
任
命
す
る
際
に
外
務
大
臣
と
国
防
大
臣
だ
け
は
シ
ラ
ク
の
意
中
の
人
選
を
拒
否
し
た
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
が
、
そ
の
外
交
や
国

防
に
関
す
る
情
報
に
お
い
て
す
ら
大
統
領
府
（
エ
リ
ゼ
宮
）
に
首
相
官
邸
（
マ
テ
ィ
ニ
ョ
ン
邸
）
か
ら
充
分
に
伝
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
と

（
八
五
九
）



四、

ン
の
力
が
弱
化
し
た
こ
と
は
否
め
な
か
っ
た
。

第
四
五
巻
第
四
号

し
か
し
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
大
統
領
の
優
越
性
に
固
執
し
た
。
す
な
わ
ち
核
政
策
（
「
核
の
抑
止
は
自
分
に
あ
る
」
）
、
仏
独
関
係
、

ロ
ッ
パ
政
策
の
中
心
的
位
置
、
軍
縮
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
と
い
っ
た
よ
り
高
度
な
問
題
に
は
彼
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
。
総

体
と
し
て
神
聖
な
領
域
に
わ
り
こ
み
を
か
け
た
攻
撃
的
な
シ
ラ
ク
は
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
国
民
の
大
多
数
は
、
世

論
調
査
に
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
に
、
外
交
と
国
防
は
大
統
領
の
権
限
で
あ
る
こ
と
を
支
持
し
た
だ
け
で
な
く
、
外
国
の
元
首
と
の
関
係
、
憲

法
の
条
文
、
今
ま
で
の
慣
習
の
い
ず
れ
を
み
て
も
大
統
領
権
限
の
優
越
が
自
明
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

八
八
年
の
大
統
領
選
挙
の
直
後
の
国
民
議
会
選
挙
に
よ
っ
て
社
会
党
は
多
数
派
と
な
り
、

あ
る
意
味
で
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
第
一
に
社
会
党
は
単
独
過
半
数
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
選
挙
期
間
中
か
ら

ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
は
社
会
党
が
大
勝
す
る
こ
と
は
よ
く
な
い
と
言
っ
て
い
た
。
第
三
に
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
と
ロ
カ
ー
ル
首
相
の
葛
藤
も

あ
っ
た
。
九
三
年
の
総
選
挙
の
結
果
、

ふ
た
た
び
保
守
派

(
R
P
R
と
U
D
F
)

ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
11

バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
の
関
係
は
良
好
だ
っ
た
と
言
え
る
が
、
保
守
派
が
大
勝
し
た
た
め
に
、
ミ
ッ
テ
ラ

二

回

投

票

制

関
法

一
九
八
六
年
の
国
民
議
会
選
挙
で
は
自

ヨ
ー

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
は
解
消
し
た
。
し
か
し
、

の
内
閣
が
誕
生
し
て
、
第
二
の
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
が
始

(21) 

フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
は
大
統
領
選
挙
と
国
民
議
会
選
挙
に
二
回
投
票
制
を
採
用
し
て
い
る
。

分
の
政
党
の
選
挙
が
有
利
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
術
策
に
よ
っ
て
県
単
位
で
五
％
の
敷
居
を
つ
け
た
比
例
代
表
制
を
一
度

(22) 

だ
け
採
用
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
二
回
投
票
制
に
戻
っ
た
。

大
統
領
選
挙
で
は
、
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、
過
半
数
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
決
選
投
票
（
第
二
回
投
票
）
に
は
上
位
二
人
の
候
補
者
の

八

（
八
六

0
)



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
制
度
と
政
治
形
態

の
投
票
で
あ
る
。
二
回
投
票
制
だ
け
が
二
回
投
票
で
き
る
。

0
%
、
七
六
年
、

九
（
八
六

一
九
五
八
年
、
五
％
、
六
七
年
、

み
が
許
さ
れ
る
。
国
民
議
会
選
挙
で
は
、
第
二
回
投
票
に
は
複
数
の
候
補
者
が
残
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
回
に
ど
れ
だ
け
の
候
補
者
が

残
っ
た
か
が
多
く
を
左
右
す
る
。
最
初
の
頃
は
第
二
回
投
票
へ
の
許
可
の
敷
居
は
五
％
だ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
上
昇
し
て
現
在
は
―
ニ
・

五
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

メ
イ
チ
ン
に
よ
れ
ば
、
第
五
共
和
制
で
は
、
敷
居
は
、

(23) 

―
ニ
・
五
％
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
。

フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
の
こ
の
方
式
は
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
分
散
化
を
極
力
防
ぎ
、

(

2

4

)

(

2

5

)

 

ら
す
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
極
的
シ
ス
テ
ム
と
は
、
分
極
化
で
は
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
共
同
体
に
二
極
的
特
性
を
も
た

(26) 

R
・
ロ
ー
ズ
は
二
回
投
票
制
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ
て
い
る
選
好
投
票
の
一
変
種
と
み
な
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
選
好
投
票

は
過
半
数
を
要
求
す
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
選
挙
の
二
回
投
票
制
は
相
対
多
数
を
要
求
す
る
だ
け
で
あ
る
。
前
者
は
候
補
者
を
定
め

る
が
、
後
者
は
そ
う
し
な
い
。
前
者
は
投
票
者
に
投
票
を
変
え
る
こ
と
を
許
さ
な
い
が
、
後
者
は
二
回
目
に
お
い
て
投
票
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
相
異
は
大
き
い
。
フ
ラ
ン
ス
方
式
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
は
再
投
票
に
あ
る
。
す
べ
て
の
他
の
選
挙
制
度
は
一
回
き
り

一
回
き
り
で
は
投
票
者
は
暗
闇
で
鉄
砲
を
撃
つ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
二
回

投
票
で
は
、
二
回
目
に
は
、
ま
っ
昼
間
に
繋
つ
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
二
回
投
票
制
に
お
け
る
第
一
回
目
の
投
票
で
は
投
票
者
は
彼
の

第
一
の
選
好
を
自
由
に
表
明
で
き
る
。
も
し
第
二
回
目
へ
の
敷
居
が
な
い
か
あ
る
い
は
な
い
に
等
し
け
れ
ば
第
二
回
投
票
へ
選
出
す
る
候

補
者
の
選
択
は
最
大
限
に
自
由
で
あ
る
。
他
方
、
第
二
回
目
へ
の
敷
居
が
比
較
的
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
と
投
票
者
の
自
由
は
そ
れ
ほ
ど

で
も
な
く
な
る
。
と
く
に
上
位
二
者
だ
け
が
第
二
回
投
票
に
進
め
る
と
な
る
と
そ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
二
回
投
票
制
は
第
一
回
の

(27) 

投
票
に
か
な
り
の
自
由
な
選
択
を
可
能
に
す
る
か
ら
比
例
代
表
制
の
投
票
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
回
投
票
は
選
択
で
あ
り
、
選

挙
で
は
な
い
。
（
第
一
回
投
票
で
過
半
数
を
と
っ
た
と
き
は
別
と
す
る
。
）
第
二
回
投
票
は
予
備
投
票
と
よ
く
似
た
機
能
を
も
つ
よ
う
に
み



（
保
守
派
）
の
分
裂
は
完
成
し
た
。

敗
者
、
そ
れ
は
シ
ラ
ク
と
バ
ー
ル
、

(1) 

第
四
五
巻
第
四
号

え
る
。
し
か
し
二
回
投
票
制
は
ア
メ
リ
カ
の
予
備
選
挙
に
つ
き
も
の
の
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

二
回
投
票
制
に
よ
っ
て
理
性
的
な
選
択
が
で
き
る
の
は
投
票
者
だ
け
で
は
な
い
。
候
補
者
や
政
党
に
も
可
能
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、

第
一
回
投
票
の
後
で
、
政
党
間
で
は
合
理
的
な
取
引
の
ゲ
ー
ム
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
も
し
あ
な
た
が
た
の
候
補
者
が

B
選
挙

(28) 

区
を
降
り
る
な
ら
私
ど
も
の
候
補
者
は
そ
れ
と
ひ
き
か
え
に

A
選
挙
区
を
降
り
る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
二
回
投
票
制
の
効

果
は
「
軟
性
政
党
」
（
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
）
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
政
治
を
穏
健
に
す
る
。
結
局
、
二
回
投
票
は
、
イ
デ

(29)

（

30) 

オ
ロ
ギ
ー
政
治
を
排
し
て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
政
治
を
回
復
す
る
。
そ
れ
は
反
シ
ス
テ
ム
的
な
政
党
を
不
利
に
す
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
多
数
代
表
制
の
選
挙
は
、
高
度
な
分
極
化
し
た
社
会
や
政
党
シ
ス
テ
ム
に
は
適
さ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
反

対
に
、
何
ら
か
の
二
回
投
票
制
の
選
挙
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
分
極
化
し
た
社
会
や
政
党
シ
ス
テ
ム
の
国
に
適
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

五
、
最
近
の
選
挙
の
概
括

八
八
年
大
統
領
選
挙
、
総
選
挙

(31) 

八
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
第
一
回
投
票
の
結
果
に
つ
い
て
、

関
法

(32) 

セ
ル
ジ
ュ
・
ジ
ュ
リ
ー
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
二
人
の

一
人
の
勝
者
、
そ
れ
は
ル
ペ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
火
中
の
栗
を
拾
っ
た
。

火
中
と
は

F
N
の
指
導
者
が
い
う
震
源
地
が

R
P
R
.
u
D
F
の
多
数
派
の
中
心
に
あ
る
大
地
震
の
こ
と
を
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
の
右
派

一
九
八
三
年
ま
で
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
二
つ
の
右
派
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
以
後
は
三
派
に
な
っ
た
。

シ
ラ
ク
と
バ
ー
ル
の
得
票
率
は
合
計
は
約
三

0
％
で
あ
る
。

R
P
R
・
U
D
F
連
合
が
多
数
派
を
と
れ
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
十
分

で
な
い
。
有
力
な
少
数
派
で
す
ら
な
い
の
だ
。

R
P
R
.
u
D
F
連
合
は
八
六
年
国
民
議
会
選
挙
に
く
ら
べ
れ
ば
明
ら
か
に
後
退
し
た
だ

I
O
 
(
八
六



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
制
度
と
政
治
形
態

八
六

け
で
な
く
、
い
っ
そ
う
大
事
な
こ
と
は
、
社
会
党
が
圧
倒
的
に
勝
利
し
た
八
一
年
の
選
挙
に
も
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
（
二
四
頁
の

(33) 

表
1
〕
参
照
。
）

シ
ラ
ク
と
し
て
は
第
二
回
投
票
に
お
い
て
第
一
回
投
票
の
貧
弱
な
記
録
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で

な
く
、
バ
ー
ル
の
要
求
す
る
よ
う
に
、

F
N
を
排
除
し
た
新
し
い
多
数
派
を
作
り
、

F
N
ぬ
き
で
統
治
で
き
る
こ
と
を
、

た
し
、
今
回
の
大
統
領
選
で
の
保
守
派
の
文
明
化
右
派
の
二
人
候
補
者
（
シ
ラ
ク
と
バ
ー
ル
）

フ
ラ
ン
ス
市
民

に
対
し
て
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
シ
ラ
ク
の
得
票
は
、
第
五
共
和
制
以
来
、
大
統
領
選
挙
第
一
回
投
票
に
お
け
る
保
守
派
の

候
補
者
の
な
か
で
最
低
と
な
っ
た
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
ま
ず
ま
ず
の
得
票
を
獲
得
し
た
。
そ
れ
は
八
六
年
の
社
会
党
の
得
票
数
よ
り
多
か
っ

の
得
票
数
の
合
計
と
ほ
ぽ
同
じ
だ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
当
時
進
行
中
の
主
要
な
政
治
変
化
の
ひ
と
つ
が
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
穏
健
派
の

三
五
％
の
得
票
率
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
残
り
の
約
三

0
％
の
選
挙
民
が
こ
の
二
極
化
の
展
望
と
新
し
い

政
治
的
合
意
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
て
、
彼
ら
が
極
左
と
極
右
に
票
を
等
し
く
分
け
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
第
二
回
投
票
（
五
月
八
日
）

の
結
果
は
ど
う
か
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
勝
利
は
「
中
道
左
派
」
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
彼
は
社
会
党

と
穏
健
派
右
麗
の
一
部
分
と
の
間
に
ひ
と
つ
の
連
合
を
作
る
た
め
に
、
戦
闘
的
な
傾
向
に
対
し
て
、
う
む
こ
と
な
く
弁
明
し
妥
協
を
お
こ

な
っ
た
。
今
日
で
は
彼
は
穏
健
右
薦
の
代
表
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
左
翼
の
右
翼
に
対
す
る
復
讐
と
い
っ
て
も
よ

い
だ
ろ
う
し
、
右
翼
の
未
来
を
危
う
く
も
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
(
-
九
九
五
年
の
結
果
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
は
左
翼
の
未
来
を
危
う
＜

し
た
。
）
勝
利
し
た
の
は
、
寛
容
、
他
者
の
尊
重
、
対
話
、
連
帯
、
排
除
の
拒
否
、
開
か
れ
た
社
会
と
い
っ
た
諸
価
値
だ
っ
た
。

五
月
八
日
の
投
票
は
フ
ラ
ン
ス
国
民
を
安
心
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
第
二
回
投
票
で
の

F
N

の
一
四
•
四
％
の
雪
辱
を
は
た
し
、

二
つ
の
極
が
統
治
を
め
ざ
し
て
結
局
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
は
中
道
左
派
で
あ
り
、
他
方
は
中
道
右
派
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
大
体 〔付



第
四
五
巻
第
四
号

F
N
の
排
他
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
民
主
的
多
数
派
が
存
在
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

R
P
R
の

リ
ー
ダ
ー
は
、

ル
ペ
ン
派
に
よ
る
危
機
を
前
に
し
て
、
彼
が
こ
れ
に
永
久
に
対
決
す
る
も
の
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た
ゆ
え
に
、
あ
き
ら
か

に
敗
北
し
た
。
「
価
値
の
共
有
」
は

R
P
R
|
U
D
F
の
候
補
に
と
っ
て
致
命
的
だ
っ
た
。
パ
ス
ク
ワ
が
音
頭
を
と
っ
て
右
翼
全
体
を
統

(34) 

一
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
何
よ
り
も
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
勝
利
に
貢
献
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

(35) 

な
ぜ
、
シ
ラ
ク
は
敗
れ
た
の
か
。
第
一
に
、
シ
ラ
ク
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
と
の
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
政
府
を
受
け
入
れ
た
が
、
こ
れ

は
あ
い
ま
い
な
妥
協
と
み
る
保
守
陣
営
の
反
発
が
大
き
く
響
い
た
。
第
二
に
、
有
権
者
が
全
般
的
に
安
定
志
向
な
の
に
、
シ
ラ
ク
は
攻
撃

的
な
選
挙
運
動
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
。
第
三
に
、

右
勢
力
の
影
響
力
が
強
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
シ
ラ
ク
ヘ
の
反
発
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
第
四

に
、
第
一
に
の
べ
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
中
道
主
義
が
定
着
し
て
き
て
お
り
、
シ
ラ
ク
は
そ
れ
を
掌
握
で
き
な
か
っ
た
。

(36) 

国
民
議
会
選
挙
の
第
一
回
投
票
（
六
月
五
日
）
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
か
。
バ
ロ
タ
ー
ジ
ュ

も
過
半
数
に
達
せ
ず
、
再
投
票
に
持
ち
こ
ま
れ
る
こ
と
）
に
な
っ
た
四
五
五
の
選
挙
区
の
う
ち
、
ニ
―
五
は
大
統
領
多
数
派
（
さ
ま
ざ
ま

な
左
翼
、

ル
ペ
ン
の
要
因
。
も
し
シ
ラ
ク
が
勝
て
ば
第
一
次
投
票
で
急
激
に
伸
び
た
ル
ペ
ン
の
極

（
第
一
回
投
票
で
ど
の
候
補
者

ェ
コ
ロ
ジ
ス
ト
、
共
産
党
を
含
む
）
と
極
左
が
合
計
五

0
％
を
越
す
得
票
率
を
得
た
。
＝
二
は
保
守
諸
派
と

R
P
R
.
u
D
F

が
過
半
数
で
あ
る
。
二

0
九
は
左
翼
の
合
計
も
右
翼
の
合
計
も
過
半
数
に
な
ら
な
か
っ
た
。
二

0
九
の
選
挙
区
の
う
ち
、
極
右
が
立
候
補

を
取
り
下
げ
な
い
か
、
あ
る
い
は
棄
権
す
る
か
し
た
ら
、
左
翼
は
―
二
九
の
選
挙
区
で
有
利
に
な
る
。
反
対
に

R
P
R
.
u
D
F
の
候
補

(37) 

者
が
八

0
の
選
挙
区
で
左
翼
の
候
補
者
を
し
の
い
で
い
た
。

古
典
的
な
意
味
で
の
右
翼
（
簡
単
に
い
え
ば
、

F
N
を
除
い
た
保
守
派
と
い
う
意
味
、
文
明
化
右
派
と
い
っ
て
も
よ
い
）
は
大
統
領
選

(38) 

挙
の
時
の
か
れ
ら
の
候
補
者
の
選
択
が
よ
く
な
か
っ
た
。
事
実
、
本
国
の
ど
の
県
で
も
シ
ラ
ク
と
バ
ー
ル
は
二
人
合
計
し
て
五

0
％
の
水

関
法

（
八
六
四
）



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
制
度
と
政
治
形
態

準
を
超
え
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
同
志
で
あ
る

R
P
R
.
u
D
F
と
右
颯
諸
派
の
候
補
者
た
ち
は
、
六
月
の
国
民
議
会
選
挙
第
一
回
投
票
で
、

四
四
の
県
で
五

0
％
以
上
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
振
り
子
は
完
全
に
も
ど
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

R
P
R
.
u
D
F
、
右
楓
諸

派
が
八
六
年
に
は
多
数
派
だ
っ
た
県
の
な
か
で
八
八
年
六
月
の
国
民
議
会
選
挙
で
は
そ
の
う
ち
三

0
の
県
が
そ
の
状
態
を
と
り
戻
せ
な

(39) 

古
典
的
右
炭
で
な
い
ほ
う
の
極
右
の

F
N

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
大
統
領
選
挙
で
一
四
•
四
％
と
い
う
好
記
録
を
残
し
た
の
ち
、

六
、
共
産
党
二
七
議
席
）

議
席
）
が
、

で
新
議
会
に
の
ぞ
む
こ
と
に
な
る
。
右
炭
は
、

U
D
F
の
中
に
は
独
立
グ
ル
ー
プ
を
作
る
か
も
し
れ
な
い
四
九
議
席
の

C
D
S

こ
の
投
票
結
果
を
単
純
化
す
れ
ば
、

（
八
六
五

U
D
F
が
R
P
R
を
や
や
上
ま
わ
る

F
N
 

は
六
月
五
日
の
国
民
議
会
第
一
回
投
票
で
四
つ
の
選
挙
区
を
除
い
て
す
べ
て
の
選
挙
区
で
後
退
し
た
。
六
月
五
日
の
投
票
は
、
極
右
が
八

六
年
三
月
の
地
点
に
ま
で
戻
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
そ
し
て
旧
来
か
ら
の

F
N
の
地
盤
だ
け
が
、
多
数
代
表
制
（
小
選
挙
区
―
一
回

投
票
制
）
と
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
た

R
P
R
.
u
D
F
の
単
一
候
補
に
よ
る
し
め
つ
け
に
抵
抗
し
た
と
い
え
る
。

(40) 

六
月
―
二
日
の
国
民
議
会
選
挙
第
二
回
投
票
の
結
果
は
ど
う
か
。
ま
ず
、
解
散
前
多
数
派
で
あ
っ
た

R
P
R
.
u
D
F
が
敗
北
し
た
こ

と
、
し
か
し
そ
れ
は
社
会
党
に
絶
対
多
数
を
与
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
左
翼
は
五
二

・
O
八
％
の
得
票
率
、
（
社
会
党
二
七

（
一
三

0
議
席
対
―
二
八

三
議
席
の
右
猥
諸
派
も
加
え
て

R
P
R
.
u
D
F
は
二
七
一
議
席
に
な
っ
た
。
他
方
F
N
は
ヴ
ァ
ー
ル
県
か
ら
ピ
ア
夫
人
が
一
人
当
選
し

(41) 

た
だ
け
だ
っ
た
。
な
お
ピ
ア
夫
人
に
つ
い
て
補
足
す
れ
ば
、
八
八
年
十
月
、
ル
ペ
ン
を
批
判
し
て

F
N
を
除
名
さ
れ
た
が
、
九
三
年
総
選
(42) 

挙
で

U
D
F
か
ら
立
候
補
し
て
当
選
し
た
。
し
か
し
、
九
四
年
二
月
二
五
日
、
バ
ー
ル
県
で
、
自
宅
に
車
で
帰
る
途
中
、
暗
殺
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
人
は
二
重
の
拒
否
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
ジ
ス
カ
ー
ル
の
提
唱
す
る
「
新
し

い
か
た
ち
」
の
も
含
め
て
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
拒
否
と
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
も
離
脱
を
約
束
し
た
社
会
党
「
国
家
」
の
拒
否
で
あ
る
。
と
い
う

か
っ
た
。

社
会
民
主
中
道
派
）
を
含
ん
で
い
る
。



散
前
の
多
数
派
に
投
票
し
た
。

一
の
勝
利
を
約
束
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

を
制
限
し
、

中
に
訴
え
ま
だ
成
立
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
有
名
な
「
解
放
」
を
実
行
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(43) 

そ
れ
は
、
政
党
と
政
治
家
の
失
敗
と
し
て
、
次
の
五
点
に
要
約
で
き
る
。
第
一
に
、
社
会
党
の
失
敗
。
こ
の
党
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
勝

利
も
同
然
の
再
選
の
日
か
ら
一
カ
月
と
四
日
後
に
、
議
会
の
絶
対
多
数
に
一
三
議
席
不
足
の
結
果
を
、
た
し
か
に
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
。

第
二
に
、
大
統
領
自
身
の
失
敗
。
彼
は
市
民
に
彼
の
名
前
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
候
補
者
に
投
票
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
五
月
八
日
の

彼
へ
の
投
票
を
確
認
す
る
よ
う
に
よ
び
か
け
て
い
た
。
第
三
に
、

的
な
有
利
さ
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
第
四
に
、
失
敗
は
解
散
前
の
多
数
派
（
保
守
派
）
に
も
い
え
る
。
シ
ャ
ル
ル
・
パ
ス
ク
ワ

の
用
意
周
到
な
選
挙
改
革
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た

F
N
の
票
の
大
部
分
を
取
り
戻
す
こ
と
を
可
能
に
し
た
ブ
ー
シ
ュ
・
デ
ュ
・
ロ
ー
ヌ

県
の
協
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
散
前
の
多
数
派
は
ま
っ
た
く
少
数
派
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
議
席
だ
け
で
な
く
票
も
そ
う
で
あ
る
。
極

右
の
票
を
勘
定
に
入
れ
て
も
前
多
数
派
は
四
八
％
以
下
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
第
五
に
、

は
た
ぶ
ん
ジ
ャ
ン
・
マ
リ
・
ル
ペ
ン
で
あ
る
。
四
月
二
四
日
の
大
統
領
選
挙
第
一
回
投
票
の
四
四

0
万
票
が
可
能
に
し
た
表
彰
台
か
ら
彼

は
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
転
落
し
た
。
彼
は
プ
ー
シ
ュ
・
デ
ュ
・
ロ
ー
ヌ
県
の
奇
妙
な
戦
い
に
敗
れ
た
。
そ
こ
で
は
選
挙
前
の
世
論
調
査
で
唯

P
R
.
u
D
F
の
候
補
が
辞
退
し
て
も

F
N
に
投
票
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
他
方
、

J

と
は
、

第
四
五
巻
第
四
号

一
九
八
六
年
の
国
民
議
会
選
挙
で
は
右
翼
に
過
半
数
よ
り
三
議
席
だ
け
多
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
闘
争
的
な
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン

八
八
年
の
国
民
議
会
選
挙
で
は
社
会
党
に
対
し
て
過
半
数
に
二
二
議
席
不
足
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
選
挙

関
法

ロ
カ
ー
ル
首
相
の
失
敗
。
彼
は
出
発
点
で
自
分
に
ま
わ
っ
て
き
た
例
外

一
般
的
に
古
典
的
な
右
漢
の
選
挙
民
は
、
そ
の
選
挙
区
の
第
二
回
投
票
で

R

ル
ペ
ン
の
選
挙
民
は
彼
の
命
令
に
し
た
が
っ
て
解

一
番
打
撃
を
受
け
た
の

一
四
（
八
六
六
）



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
制
度
と
政
治
形
態

九
三
年
総
選
挙

一
五

（
八
六
七
）

一
九
八
八
年
の
史
上
最
低
記
録
六
六
％
よ
り
は
上
昇
し

(44)

（

45) 

九
三
年
総
選
挙
は
政
界
再
編
を
感
じ
さ
せ
た
。
（
二
四
頁
〔
付
表
2
〕
参
照
。
）
そ
れ
は
①
投
票
行
動
の
流
動
化
、
②
政
党
シ
ス
テ
ム
の

変
化
、
③
左
翼
の
記
録
的
な
敗
北
、
④
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
敗
北
、
と
要
約
で
き
る
。

総
選
挙
の
結
果
は
、
保
守
連
合
（
フ
ラ
ン
ス
連
合

Union
Pour la 
Franceー

U
P
F
)
の
圧
倒
的
な
規
模
で
の
勝
利
で
あ
っ
た
。

U

(46) 

P
F
は
五
七
七
議
席
の
う
ち
四
四
九
議
席
を
占
め
た
。
こ
の
原
因
は
、
社
会
党
支
持
の
選
挙
民
が
激
減
し
た
こ
と
が
ま
ず
第
一
に
あ
げ
ら

(47) 

れ
る
が
、

U
P
F
の
指
導
者
や
政
策
の
人
気
が
大
き
な
う
ね
り
に
な
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
サ
ル
ト
ー
リ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
三
九
％

の
得
票
率
で
八

0
％
の
議
席
を
獲
得
し
た
。

議
席
は
と
れ
な
か
っ
た
が
、

F
N
は
三

0
0
万
票
以
上
獲
得
し
、

党
を
し
の
い
だ
。
今
回
の

F
N
票
を
八
八
年
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
八

0
万
票
上
積
み
し
て
お
り
大
成
功
と
い
え
る
。

F
N
は
い
ま
や
一

0
0
選
挙
区
以
上
に
一
五
％
以
上
の
得
票
率
を
あ
げ
、
そ
の
選
挙
区
の

F
N
の
候
補
者
は
第
二
回
投
票
に
立
候
補
し
た
。
そ
の
結
果
、

四
県
の
社
会
党
の
候
補
者
を
上
回
っ
た
。
問
題
は

F
N
が
一
議
席
も
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
九
二
年
の
地
域
圏

議
会
選
挙
の

F
N
の
第
一
回
投
票
総
数
よ
り
二

0
万
票
少
な
く
、

と
も
問
題
が
あ
る
。

第
一
回
投
票
の

U
P
F
の
得
票
数
を
計
算
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
八
六
年
―
ニ
―

0
万
、
八
八
年
九
七

0
万
、
九
三
年
九
六
0
万
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

U
P
F
の
議
席
数
の
大
勝
利
が
得
票
数
の
増
大
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
社
会

(48) 

党
票
の
減
少
が

U
P
F
の
増
加
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
し
め
し
て
い
る
C

第
一
回
投
票
の
結
果
で
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
投
票
率
で
あ
る
。

(2) 

ー
ニ
％
以
上
の
得
票
率
を
上
げ
た
。
こ
れ
は
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
や
共
産

八
八
年
の
大
統
領
選
挙
の
得
票
数
よ
り
も
一

0
0
万
票
以
上
少
な
い
こ



パ
・
ド
・
カ
レ
県
で
一
一
一
議
席
が
社
会
党
に
ま
わ
っ
た
。
）
ま
た
、

一
四
選
挙
区
で

R
P
R
と
U
D
F
の
事
前

マ
ル
セ
イ
ユ
近
郊
の
ブ
ー
シ
ュ
・
デ
ュ
・
ロ
ー
ヌ
県
第
一

0
選
挙
区
は

第
四
五
巻
第
四
号

て
九
三
年
は
六
九
％
だ
っ
た
。
こ
の
数
字
は
八
一
年
の
七
一
％
、
六
二
年
の
六
八
％
に
近
い
数
字
で
あ
る
が
、

領
選
挙
に
続
い
て
行
わ
れ
、
六
二
年
は
重
要
な
国
民
投
票
（
大
統
領
を
公
選
で
選
出
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
国
民
投
票
）

れ
た
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
統
領
選
挙
や
重
要
な
国
民
投
票
の
後
の
総
選
挙
は
国
民
の
出
足
が
鈍
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
同
じ
年
に
大
統
領
選
挙
の
な
か
っ
た
八
六
年
や
七
八
年
と
比
較
す
る
と
八
六
年
七
八
％
、
七
八
年
八
三
％
と
な
っ
て
お
り
、

(49) 

九
三
年
の
投
票
率
は
明
ら
か
に
低
い
こ
と
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
選
挙
制
度
の
特
徴
は
二
回
投
票
制
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
政
党
配
置
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
二
分
化
（
双
極
の
カ
ド
リ
ー

ュ
）
に
影
響
し
て
き
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
第
一
回
投
票
で
ト
ッ
プ
で
あ
っ
て
も
五

0
％
を
越
え
て
い
な
け
れ
ば
、
第
二
回
投
票
（
決

選
投
票
）

で
他
党
ど
う
し
の
選
挙
協
力
に
よ
っ
て
逆
転
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

社
会
党
は
共
産
党
の
た
め
に
四
三
選
挙
区
、

八
一
年
と
八
八
年
は
大
統

の
あ
と
に
行
わ

ェ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
た
め
に
二
議
席
辞
退
し
た
。
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
が
当
選
可
能
だ
っ
た
の
は

(50) 

こ
の
二
議
席
の
み
だ
っ
た
が
決
選
投
票
で
は
い
ず
れ
も
敗
退
し
た
。
共
産
党
は
社
会
党
の
た
め
に
三
一
九
議
席
辞
退
し
た
。
（
そ
の
結
果
、

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
タ
ビ
が
当
選
し
た
選
挙
区
だ
が
、
タ
ピ
を
支
持
し
な
い
と
し
た
う
え
で
、
共
産
党
は
第
二
回
投
票
に
出
馬
し
な
か
っ
た
。

U
P
F
は
フ
ラ
ン
ス
本
土
で
三
選
挙
区
を
除
い
て
五
一
五
選
挙
区
で
決
選
投
票
に
残
っ
た
。

の
協
定
に
し
た
が
っ
て
七
名
ず
つ
が
た
だ
一
人
の
候
補
者
と
な
っ
た
。
三

0
選
挙
区
で
保
守
同
士
が
決
選
投
票
に
残
っ
た
。
ア
ル
プ
・
マ

リ
テ
ィ
ー
ム
県
の
カ
ン
ヌ
市
の
選
挙
区
（
第
八
区
）

で
は

U
D
F
同
士
の
決
選
投
票
と
な
り
、

マ
ン
ド
リ
ュ
ー
町
長
で
も
あ
る
七
二
歳
の

女
性
の
現
職
ル
イ
ー
ズ
・
モ
ロ
ー
が
南
フ
ラ
ン
ス
の
ケ
ネ
デ
ィ
と
称
さ
れ
る
カ
ン
ヌ
市
長
ミ
シ
ェ
ル
・
ム
シ
ョ
ー
の
挑
戦
を
退
け
た
。

F

N
の
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ピ
ロ
ン
は
第
一
回
投
票
で
一
九
・
ニ
―
％
を
と
り
な
が
ら
第
二
回
投
票
は
辞
退
し
た
。
ム
シ
ョ
ー
は

F
N
に
嫌
わ
れ

関
法

一六

（
八
六
八
）



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
制
度
と
政
治
形
態

(51) 

て
お
り
、

F
N
は
決
選
投
投
票
で
モ
ロ
ー
を
支
持
し
た
と
い
わ
れ
る
。

一
七
（
八
六
九
）

F
N
は
第
一
回
投
票
で
資
格
を
え
た
一

0
0
名
が
決
選
投
票
に
出
馬
し
た
。
だ
が
、
す
べ
て
敗
れ
た
。
と
は
い
え
、

連
の
当
選
社
会
党
の
ア
ン
リ
・
ダ
デ
ィ
リ
オ
と
決
選
投
票
に
な
っ
た
が
、

デ
ュ
・
ロ
ー
ヌ
県
第
―
二
選
挙
区
で
F
N

の
プ
ル
ー
ノ
・
メ
グ
レ
は
第
一
回
投
票
で
二
七
•
五
二
％
を
と
り
、
第
二
回
投
票
は
そ
こ
で
常

(52) 

四
九
•
五
二
％
得
票
し
て
四
四
六
票
差
で
敗
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
選
挙
で
は

F
N
は
議
席
を
と
れ
な
か
っ
た
が
、

F
N
の
力
は
第
一
回
選
挙
で

U
P
F
に
対
立
す
る
勢
力
を
無
力
に

し
た
し
、
第
二
回
選
挙
で
は

U
P
F
の
候
補
者
に
脅
威
と
な
っ
た
。
そ
し
て
や
が
て
危
険
な
競
争
相
手
に
な
る
。
第
二
回
投
票
に
残
っ
た

候
補
者
の
二
割
が

F
N
で
あ
っ
た
こ
と
は
●

u
p
F
に
む
し
ろ
中
道
派
の
役
割
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
第
五
共
和

制
初
期
の
ド
ゴ
ー
ル
派
や
第
三
共
和
制
期
の
急
進
派
が
し
め
て
い
た
位
置
を
現
在
の

U
P
F
が
し
め
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

九
五
年
大
統
領
選
挙

九
五
年
大
統
領
選
挙
の
第
一
回
投
票
は
四
月
二
＿
―
-
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
翌
日
付
の
『
ル
フ
ィ
ガ
ロ
』

(53) 

つ
ぎ
の
よ
う
に
論
評
し
た
。
以
下
、
抄
訳
し
な
が
ら
紹
介
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
〔
付
表
1
〕

第
一
回
投
票
の
結
果
は
フ
ラ
ン
ス
が
四
つ
に
分
裂
し
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
従
来
ど
お
り
の
そ
れ
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
だ
っ
た
右
翼
と
左
翼
の
分
裂
に
重
ね
て
、
ネ
オ
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
極
右
と
極
左
の
位
置
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

と
く
に
ル
ペ
ン
が
達
成
し
た
結
果
は
顕
著
な
も
の
が
あ
っ
た
。
主
要
三
候
補
で
あ
る
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
、
シ
ラ
ク
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
は
、
第
一

回
投
票
の
結
果
に
驚
く
の
で
あ
る
が
、
同
じ
政
策
で
は
な
い
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
同
じ
価
値
観
を
体
現
し
て
い
た
の
は
た
し
か
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
彼
ら
が
依
然
と
し
て
支
配
的
価
値
だ
と
信
じ
て
い
る
、
あ
る
種
の
民
主
主
義
の
シ
ス
テ
ム
を
象
徴
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ

(3) 

（
二
四
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

プ
ー
シ
ュ
・

で
ジ
ー
ス
ベ
ー
ル
論
説
委
員
は



第
四
五
巻
第
四
号

る
。
だ
が
、
第
一
回
投
票
の
結
果
は
、
彼
ら
の
票
が
拡
大
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
あ
る
意
味
で
縮
少
さ
れ
た
と
い
え
る
。
経
済
学
者
流
に
い

え
ば
も
は
や
彼
ら
の
供
給
す
る
も
の
は
す
こ
し
も
需
要
に
一
致
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
世
の
中
が
複
雑
化
し
て
く
る
と
、
多
く
の
フ
ラ

ン
ス
人
は
単
純
で
剛
健
な
解
決
を
期
待
す
る
。
彼
ら
は
非
理
性
的
な
も
の
を
求
め
、
現
状
維
持
と
い
う
暴
政
を
許
さ
な
い
。
勝
ち
残
っ
た

両
者
（
ジ
ョ
ス
パ
ン
と
シ
ラ
ク
）

は
、
第
二
回
投
票
ま
で
に
第
一
回
投
票
で
粉
々
に
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
を
大
き
な
二
つ
の
極
に
凝
結
さ
せ

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
主
主
義
に
と
っ
て
そ
の
試
練
は
必
要
で
あ
る
。
昨
日
の
第
一
回
投
票
の
あ
と
は
、

た
め
の
第
二
回
投
票
が
課
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
を
結
集
さ
せ
る
た
め
に
分
裂
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
、
ジ
ー
ス
ベ
ー
ル
の
論
説
の
紹
介
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
、
そ
れ
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
セ
ル
ジ
ュ
・
ジ
ュ
リ
ー
の

(54) 

論
説
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ジ
ュ
リ
ー
は
第
一
回
投
票
は
五
つ
の
極
に
分
裂
し
た
と
い
う
。
第
一
に
、
左
翼
の
批
判
票
（
ユ
ー
、
ラ
ギ
ュ

エ
、
ボ
ワ
ネ
）
は
合
計
二

0
％
近
く
な
る
。
第
二
に
、
そ
れ
よ
り
や
や
多
い
社
会
党
票
、
第
三
と
第
四
に
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
配
置
で

二
つ
の
議
会
右
楓
（
シ
ラ
ク
と
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
）
、
そ
し
て
第
五
に
、

N
を
大
半
と
し
て
、
二

0
％
を
や
や
上
ま
わ
る
。
わ
ず
か
の
差
で
相
接
す
る
議
会
右
翼
に
つ
い
て
い
え
ば
、
世
論
調
査
で
の
事
前
の
予
想

よ
り
は
、
シ
ラ
ク
と
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
両
者
の
差
は
縮
ま
っ
た
。
シ
ラ
ク
は
七
年
前
の
大
統
領
選
時
の
一
九
・
九
％
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
票
だ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
潜
在
的
同
盟
軍
で
あ
る
議
会
右
翼
二
派
の
な
か
で
は
一
貫
し
て
シ
ラ
ク
を
阻
む
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

（
八
七

0
)

い
ま
や
再
建
の

ル
ペ
ン
、
ド
ビ
リ
エ
の
よ
う
な
極
右
、
超
保
守
が
、
ル
ペ
ン
の

F

九
四
年
六
月
以
降
、
シ
ラ
ク
は
セ
ガ
ン
の
助
力
に
よ
っ
て
、
失
業
と
社
会
的
に
排
除
さ
れ
た
者
を
な
く
す
る
戦
い
を
優
先
す
る
新
し
い

「
共
和
協
約
」
、
そ
れ
は
ホ
ー
ム
レ
ス
や
長
期
失
業
者
だ
け
で
な
く
極
貧
者
を
救
済
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
る
の
だ
が
、
の
必
要
性
を
訴

蔀）

え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
お
こ
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
社
会
民
主
主
義
的
ト
ー
ン
の
あ
る
再
分
配
の
テ
ー
マ
は
、
社
会
党
の
候
補
者
に

関
法

八



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
制
度
と
政
治
形
態

時
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
内
閣
の
成
立
、

以
上
が
、

一
九

一
九
八
八
年
の
大
統
領
選
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
第
二
回
投
票
に

あ
ら
た
に
正
統
性
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
る
。
ジ
ョ
ス
パ
ン
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
正
直
な
人
間
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
以
上
に
、
社
会
的

方
向
へ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
第
一
回
投
票
に
お
け
る
ジ
ョ
ス
パ
ン
第
一
位
と
い
う
驚
異
に
貢
献
し
た
。
（
と
、
同
時
に
コ
レ
ッ
ト
・
イ

ス
マ
ル
は
、
シ
ラ
ク
が
、
こ
れ
ま
で
の
彼
の
集
票
パ
タ
ー
ン
と
ち
が
っ
て
、
若
年
層
や
労
働
者
や
従
業
員
の
票
を
集
め
た
こ
と
に
注
目
し

(56) 

て
い
る
。
）

第
一
回
投
票
に
お
け
る
シ
ラ
ク
の
わ
ず
か
し
か
な
い
得
票
結
果
は
、

お
い
て

R
P
R
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
に
な
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
ジ
ョ
ス
パ
ン
に
勝
つ
た
め
に
は
彼
は
第
二
回

投
票
で
三
つ
の
右
翼
を
統
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ひ
と
つ
は
彼
自
身
の
そ
れ
、

ル
ペ
ン
や
ド
ビ
リ
エ
の
極
右
や
超
保
守
で
あ
る
。
だ
が
、
シ
ラ
ク
が
右
翼
票
を
結
集
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
意
見
を
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
彼
が
第
二
回
投
票
で
大
統
領
に
選
ば
れ
る
と
す
れ
ば
、
第
五
共
和
制
で
一
番
悪
い
か
た
ち
で
選
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、
専
制
主
義
と
社
会
民
主
主
義
の
間
で
た
め
ら
う
、
弱
い
大
統
領
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
部
を
除
い
て
、

セ
ル
ジ
ュ
・
ジ
ュ
リ
ー
の
論
説
の
紹
介
で
あ
る
が
、

つ
ぎ
に
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
の
そ
れ
、
そ
し
て
第
三
に
、

つ
ぎ
に
、
第
二
回
投
票
の
結
果
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

(57) 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

J
_
M
.
C
と
署
名
さ
れ
た
（
お
そ
ら
く
、
ジ
ャ
ン
11

マ
リ
・
コ
ロ
ン
バ
ニ
と
思
わ
れ
る
）
論
評
が
参
考
に
な
る
。

以
下
一
部
分
を
紹
介
す
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ラ
ク
に
と
っ
て
一
一
一
度
目
の
挑
戦
は
吉
と
出
た
。
ド
ゴ
ー
ル
の
選
挙
を
別
に
す
れ
ば
、
彼
は
保

守
派
（
右
翼
）

で
は
最
高
の
得
票
と
な
っ
た
。
左
翼
か
ら
右
翼
へ
の
政
権
交
代
は
、

一
九
九
三
年
の
国
民
議
会
選
挙
の
圧
倒
的
な
勝
利
の

一
九
七
六
年
に
シ
ラ
ク
自
身
が
設
立
し
た

R
P
R
と
い
う
多
数
派
の
政
党
の
党

首
を
続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
当
然
の
交
代
で
あ
っ
た
。
右
翼
の
勝
利
は
右
翼
の
人
々
の
喜
び
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
九
八
一
年
五
月
の

左
翼
の
人
々
の
喜
び
に
対
応
す
る
。
右
翼
の
勝
利
は
、
二
年
間
隔
の
総
選
挙
と
大
統
領
選
挙
に
連
勝
し
た
こ
と
で
完
全
な
も
の
と
な
っ
た
。

（
八
七
一
）



フ
ラ
ン
ス
国
民
は
一
石
二
烏
を
な
し
た
。

第
四
五
巻
第
四
号

（
八
七
二
）

し
か
し
、
圧
倒
的
な
切
札
を
手
に
し
な
が
ら
、
新
大
統
領
は
「
変
化
」
の
人
と
い
う
約
束
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
シ
ラ
ク
は
、

(58) 

選
挙
期
間
中
、
「
根
底
的
な
変
化
」
と
「
過
去
か
ら
の
決
別
」
を
公
約
し
て
い
た
。
）
彼
は
、
選
挙
民
が
勝
手
に
想
像
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
と
、
彼
の
参
謀
の
、
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
政
府
か
ら
の
「
継
続
」
の
路
線
の
ジ
ュ
ペ
、
「
決
別
」
の
路
線
を
と
る
セ
ガ
ン
を
め
ぐ
っ
て
、
ど

れ
を
優
位
に
お
く
か
選
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
シ
ラ
ク
は
一
二
つ
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
第

一
回
投
票
に
お
け
る
得
票
率
は
、
第
五
共
和
制
で
大
統
領
に
な
っ
た
者
の
な
か
で
最
低
で
あ
る
。
彼
は
人
気
の
あ
る
大
統
領
と
は
言
え
な

い
。
第
二
に
、
第
二
回
投
票
の
結
果
は
、
彼
が
伝
統
的
な
右
罠
の
得
票
の
領
域
か
ら
外
へ
出
て
い
な
い
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
彼
は
、

少
な
く
と
も
最
初
は
、
そ
う
し
よ
う
と
望
ん
だ
右
翼
と
左
翼
の
亀
裂
を
越
え
る
結
集
の
大
統
領
と
し
て
、
登
場
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る

（
と
は
い
え
、
シ
ラ
ク
が
左
翼
と
右
翼
の
亀
裂
を
越
え
る
運
動
と
し
て
若
年
層
に
強
力
に
訴
え
た
こ
と
は
、
人
民
的
ド
ゴ
ー
ル
主
義
の
再

(59) 

生
と
し
て
、
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
や
ジ
ョ
ス
パ
ン
と
の
差
異
を
見
せ
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
）
。
第
三
に
、
新
大
統
領
は
、
逆
説

的
だ
が
、
再
動
員
さ
れ
た
が
今
は
存
在
し
な
い
左
翼
と
向
き
あ
う
こ
と
に
な
る
。
左
翼
は
、
そ
の
力
量
か
ら
い
っ
て
反
権
力
と
は
い
え
な

い
し
、
統
制
す
る
手
段
も
も
っ
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
左
翼
は
大
統
領
を
議
会
で
重
み
の
あ
る
代
表
を
も
た
な
い
ま
ま
手
ば
な
す
し
、

以
上
が
J
_
M
.
C
の
所
論
の
一
部
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
若
干
の
重
複
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
セ
ル
ジ
ュ
・
ジ
ュ
リ
ー
の
第
二
回

(60) 

投
票
結
果
へ
の
論
評
を
少
し
補
足
し
て
お
こ
う
。
シ
ラ
ク
は
、
第
一
回
投
票
で
遅
れ
を
と
り
、
二
回
目
で
多
数
と
な
っ
た
が
、
右
猥
が
大

量
の
議
席
を
も
つ
こ
の
国
で
は
少
な
目
の
多
数
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
右
翼
の
一
部
と
突
然
強
力
に
な
っ
た
左
翼
の
反
対
票
が
、
シ
ラ
ク
が

ま
さ
に
約
束
し
て
い
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
謙
虚
な
大
統
領
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
る
。

一
人
の
大
統
領
を
選
ぶ
と
同
時
に
真
の
反
対
者
も
選
ん
だ
。
選
挙
民
は
工
夫
を
こ
ら
し
て
反

地
方
に
お
い
て
も
少
数
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

関
法

二
0



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
制
度
と
政
治
形
態

六

、

ま

と

め

ま
た
は
調
整
効
果
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

対
す
る
に
た
る
だ
け
の
重
み
を
反
対
者
に
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。
リ
オ
ネ
ル
・
ジ
ョ
ス
パ
ン
の
敗
北
は
社
会
党
に
と
っ
て
光
明
と
な
っ
た
。

彼
は
幸
先
の
よ
い
出
発
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
彼
は
議
会
多
数
派
を
伴
っ
て
ミ
ッ
テ
ラ
ン
を
継
承
す
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

今
回
の
大
統
領
選
挙
の
二
回
の
投
票
を
通
じ
て
、
左
毅
が
検
疫
期
間
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

以
上
が
、
ジ
ュ
リ
ー
の
論
評
の
紹
介
で
あ
っ
た
が
、
最
後
に
、
九
五
年
の
大
統
領
選
挙
と
二
回
投
票
制
の
関
連
に
つ
い
て
の
べ
て
お
き

た
い
。
九
一
二
年
三
月
の
総
選
挙
、
九
四
年
六
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
な
ど
で
社
会
党
は
惨
敗
を
続
け
た
。
し
か
も
後
者
の
選
挙
後
に

ロ
カ
ー
ル
は
事
実
上
引
退
し
、
九
四
年
―
二
月
に
は
ド
ロ
ー
ル
前
欧
州
委
員
長
が
大
統
領
選
挙
へ
の
不
出
馬
を
決
め
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と

も
保
守
を
楽
勝
と
い
う
気
分
に
さ
せ
て
い
た
。
だ
が
、
大
統
領
選
挙
の
結
果
は
意
外
な
展
開
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
第
一
回
投
票
で
、
社
会

党
候
補
も
含
め
た
主
要
三
候
補
以
外
の
候
補
者
に
四
割
近
い
票
が
流
れ
た
。
こ
こ
で
比
例
代
表
制
的
な
意
味
あ
い
で
フ
ラ
ン
ス
の
現
在
の

政
治
気
候
を
読
み
と
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
回
投
票
で
、
保
守
派
同
志
（
シ
ラ
ク
と
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
）
の
決
戦
に
な
る
と

(61) 

い
う
脅
威
は
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
の
第
一
回
投
票
の
得
票
に
有
利
に
働
い
た
。
し
か
し
問
題
は
そ
の
あ
と
で
あ
る
。
第
一
回
投
票
で
不
満
と
絶

望
を
表
明
し
た
選
挙
民
は
、
第
二
回
投
票
で
は
シ
ラ
ク
と
ジ
ョ
ス
パ
ン
の
ど
ち
ら
か
に
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
、

第
一
回
投
票
で
ル
ペ
ン
に
投
票
し
た
人
た
ち
は
第
二
回
投
票
で
白
票
を
投
じ
た
こ
と
が
有
効
投
票
数
の
減
少
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
第
二
回
投
票
の
投
票
率
が
第
一
回
の
そ
れ
を
上
ま
わ
っ
た
こ
と
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
二
回
投
票
制
は
抑
制
効
果

第
一
に
、
あ
ら
た
め
て
、
二
回
投
票
制
を
ど
う
評
価
す
る
か
で
あ
る
。
ポ
ン
ビ
ド
ウ
に
説
得
さ
れ
た
ド
ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
第
五
共
和

（八七一―-）



あ
る
た
め
に
お
こ
る
投
票
移
動
を
問
題
に
し
て
お
き
た
い
。

第
四
五
巻
第
四
号

制
に
と
り
い
れ
ら
れ
た
二
回
投
票
制
は
、
共
産
党
排
除
の
目
的
を
も
っ
て
お
り
、
第
三
共
和
制
的
な
も
の
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
も
否
定
で

き
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
紹
介
し
た

G
・
サ
ル
ト
ー
リ
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
二
回
投
票
制
は
ひ
と
つ
の
選
挙
制
度
の
あ
り
方
と
し
て

再
評
価
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

S
・
ホ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ド
ゴ
ー
ル
は
、
国
民
議
会
の
選
挙
制
度
と
し
て
、

四
共
和
制
の
事
情
を
教
訓
に
し
て
、
比
例
代
表
制
を
拒
否
し
て
、
第
三
共
和
制
の
二
回
投
票
、

決
定
し
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
第
三
共
和
制
の
古
い
選
挙
制
度
は
、
む
し
ろ
大
統
領
の
党
の
圧
倒
的
勝
利
、
な
い
し
は
大
統
領
多
数
派

連
合
の
過
半
数
、
満
足
で
き
る
相
対
多
数
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
最
近
の
例
で
は
一
九
八
八
年
総
選
挙
が
そ
う

で
あ
る
。
大
統
領
選
挙
と
総
選
挙
の
組
合
わ
せ
は
第
一
二
共
和
制
に
は
な
か
っ
た
二
極
的
方
向
を
生
み
だ
し
、
お
お
む
ね
左
翼
に
有
利
に

(62) 

な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

第
二
に
、
大
統
領
制
が
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に
果
た
す
役
割
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
大
統
領
選
挙
を
通
じ
て
、

政
党
シ
ス
テ
ム
は
た
え
ず
二
極
的
な
方
向
へ
収
れ
ん
さ
れ
る
方
向
に
動
い
て
ゆ
く
。
と
同
時
に
、
最
近
で
は
、

験
で
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
大
統
領
制
が
調
停
機
能
を
も
っ
て
、

と
も
重
要
で
あ
る
。
国
民
は
、
か
つ
て
の
ド
ゴ
ー
ル
時
代
と
異
な
り
、
大
統
領
の
超
越
的
・
権
威
的
な
統
治
よ
り
も
、
議
院
内
閣
制
原
理

(63) 

の
復
権
を
加
味
し
た
、
立
法
部
と
行
政
部
の
均
衡
に
立
つ
政
治
を
選
択
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
、
と
す
る
論
者
も
あ
る
。

し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
制
が
調
停
機
能
を
も
つ
、
と
い
う
意
味
は
も
っ
と
抽
象
的
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
大
統
領
選
挙

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
選
挙
制
度
と
政
治
形
態
の
精
髄
が
垣
間
見
れ
る
瞬
間
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
、
大
統
領
選
挙
が
二
回
投
票
制
で

ク
票
が
、
第
二
回
投
票
で
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
に
ま
わ
ら
な
か
っ
た
分
だ
け
有
利
に
な
り
、
逆
転
を
は
た
し
た
。

関
法

（
八
七
四
）

一
九
四
五
年
の
経
験
と
第

フ
ラ
ン
ス
の

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
期
の
経

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に
安
定
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ

一
九
八
一
年
の
大
統
領
選
挙
で
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
第
一
回
投
票
で
の
シ
ラ

一
九
八
八
年
の
大

一
人
選
挙
区
の
選
挙
制
度
に
戻
る
こ
と
を



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
制
度
と
政
治
形
態

統
領
選
挙
で
は
、
第
一
回
の
保
守
中
道
派
の
レ
イ
モ
ン
・
バ
ー
ル
の
票
は
、
第
二
回
投
票
で
か
な
り
シ
ラ
ク
に
流
れ
た
が
、

ほ
と
ん
ど
シ
ラ
ク
に
行
か
な
か
っ
た
こ
と
で
、
シ
ラ
ク
は
敗
北
し
た
。

一
九
九
五
年
の
大
統
領
選
挙
は
、

第
二
回
投
票
で
流
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
結
局
ル
ペ
ン
票
の
複
雑
さ
を
意
味
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
ま
た
ジ
ョ
ス
パ
ン
が
当
選
す
る

(64) 

ほ
ど
に
は
投
票
移
動
は
お
こ
ら
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
最
後
に
、
大
統
領
選
挙
と
国
民
議
会
選
挙
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、

シ
ラ
ク
が
議
会
多
数
派
を
背
に
も
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
自
分
の
名
（
大
統
領
）

ポ
ン
ピ
ド
ゥ
や
ジ
ス
カ
ー
ル
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
現
職
の
大
統
領
が
国
民
議
会
選
挙
で
完
全
に
勝
利
し
な
け
れ
ば
大
統
領
の
権
威
は
確

(65) 

立
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

第一―一に、

フ
ラ
ン
ス
の
長
い
政
治
的
伝
統
や
習
慣
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
推
薦
制
、
市
町
村

議
会
選
挙
の
二
回
投
票
制
、
市
長
職
と
国
会
議
員
や
大
臣
と
の
兼
職
、
元
老
院
選
挙
な
ど
が
フ
ラ
ン
ス
政
治
シ
ス
テ
ム
に
微
妙
な
影
響
を

あ
た
え
て
い
る
。
他
方
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
や
州
議
会
選
挙
は
比
例
代
表
制
を
採
用
し
、
こ
れ
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に

も
い
る
。
同
様
に
、
こ
の
論
者
に
よ
れ
ば
、

一
九
七
九
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
以
後
、

F
N
や
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
政
党
が
勢
力
を
つ

(66) 

け
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
変
化
が
生
じ
た
が
、
そ
れ
は
選
挙
制
度
が
一
貰
し
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
論
者

フ
ラ
ン
ス
の
政
党
競
争
の
制
度
的
枠
組
は
、

し
て
き
て
い
る
と
言
う
。
そ
れ
ら
は
①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
、
②
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
、
③
ド
フ
ェ
ー
ル
に
よ
る
地
方
分
権
化
、
④
一
九

(67) 

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
制
度

八
五
年
改
革
の
選
挙
に
よ
る
公
職
兼
職
の
制
限
、
⑤
一
九
八
八
年
の
政
党
資
金
法
、

と
政
治
形
態
に
質
的
な
変
化
を
あ
た
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
詳
細
は
他
日
を
期
し
た
い
。

新
し
い
風
を
吹
き
こ
ん
で
い
る
。
と
く
に
、

（
八
七
五
）

一
九
七
七
年
以
来
、
五
つ
の
点
に
お
い
て
変
化

ル
ペ
ン
票
が

ル
ペ
ン
票
は
や
は
り
シ
ラ
ク
に

の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た
選
挙
で
は
な
か
っ
た
。
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［
付
表
1
]
第
5
共
和
制
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
挙
(1965
ー
1995)

有
権
者
数
投
票
者
数
投
纂
率
有
効
投
票

候
補
者
別
得
票
率
(
%
)

1965
年

ド
ゴ
ー
ル
ミ
ッ
テ
ラ
ン
ル
カ
ニ
ュ
エ
テ
ク
ジ
ュ
マ
ル
シ
ェ
ラ
シ
バ
ル
プ

第
1
回
28,913,422

24,502,957 
84.7 
24,254,554 

44.64 
31. 72 

15.55 
5.19 

1. 71 
1.15 

第
2
回
28,902,704

24,371,647 
84.3 
23,703,434 

55.19 
44.80 

1969
年

ポ
ン
ピ
ド
ウ
ポ
エ
ル
デ
ュ
ク
ロ
ド
フ
ェ
ー
ル
ロ
カ
ー
ル
デ
ュ
カ
テ
ル
ク
リ
ヴ
ィ
ー
ヌ

第
1
回
29,513,361

22,899,034 
77.6 
22,603,998 

44.46 
23.30 

21.27 
5.01 

3.61 
1.26 

1.05 

第
2
回
29,500,344

20,311,281 
68. 9
 
19,007,489 

58.21 
41. 78 

1974
年

ジ
ス
カ
ー
ル
ミ
ッ
テ
ラ
ン
シ
ャ
バ
ン
ロ
ワ
エ
ラ
ギ
ュ
エ
デ
ュ
モ
ン
以
下
6
人

第
1
回
30,602,953

25,775,743 
84.2 
25,538,636 

32.60 
43.24 

15.10 
3.17 

2.33 
1.32 

2.19 

第
2
回
30,600,775

26,724,595 
87. 3
 
26,367,807 

50.81 
49.24 

1981
年

ミ
ッ
テ
ラ
ン
ジ
ス
カ
ー
ル
シ
ラ
ク
マ
ル
シ
ェ
ラ
ロ
ン
ド
ラ
ギ
ュ
エ
以
下
4
人

第
1
回
36,398,859

29,516,082 
81.2 
29,038,117 

25.84 
28.31 

17.99 
15.34 

3.87 
2.30 

6.29 

第
2
回
36,398,762

31.249,552 
85. 9
 
30,350,568 

51. 75 
48.24 

1988
年

ミヽ
ツアーフ一、
ノ
シ
ラ
ク
／ゞ
ー
ル
ル
ペ
ン
ラ
ジ
ョ
ワ
ニ
ペ
シ
ュ
テ
ル
以
下
3
人

第
1
回
38.
128,507 

31,027,972 
81.4 
30,406,038 

34.09 
19.94 

16.54 
14.39 

6.76 
3.78 

4.47 

第
2
回
38,168,869

32,085.071 
84.1 
30,923,249 

54.01 
45.98 

1995
年

シ
ラ
ク
ジ
ョ
ス
パ
ン
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
ル
ペ
ン
ユ
ー
ラ
ギ
ュ
エ
以
下
3
人

第
1
回
39,992,912

31,345,794 
78.4 
30,462,633 

20.84 
23.30 

18.58 
15.00 

8.64 
5.30 

8.34 

第
2
回
39,985,925

31,852,695 
79. 7
 
29,957,677 

52.63 
47.37 



［付表2]フランス国民議会選挙 (1968ー93)〔フランス本国〕

フランスにおける選挙制度と政治形態

有者権数 棄権 極左 共産党 社左翼会党諸＋ ドゴー 保中守道 保諸守派 極右 エコロ
派ル派 派 ジスト

第1回投票得票数（単位百万票） 86年は 1回投票のみ。

1968 28.2 5.6 0.88 4.4 3.8 8.4 4.5 0.1 

1973 29.9 5.6 0.76 5.1 4.5 6.7 5.6 0.7 

1978 34.4 6.1 0.95 5.9 7.3 6.45 7.4 0.9 0.57 

1981 35.5 10.4 0.33 4.0 9.5 5.2 5.4 0.09 0.27 

1986 36.6 9.1 0.42 2.7 9.0 11.2 2.76 0.34 

1988 37.0 12.5 0.77 2.9 9.0 9.7 2.38 0.09 

1993 37.8 11.6 0.42 2.3 4.8 4.9 4.7 3.2 2.7 

第1回投票得票率(%)86年は 1回投票のみ。

1968 3.95 20.0 17.3 37.3 21.3 0.13 

1973 3.3 21.4 22.0 23.9 26.5 2.8 

1978 3.33 20.6 25.8 22.35 25.0 0.9 2.04 

1981 1.33 16.1 38.3 20.9 21.8 0.4 1.07 

1986 1.5 9.7 32.8 42.0 9.87 1.2 

1988 0.32 11.1 37.7 40.3 9.92 0.35 

1993 1.69 9.1 19.2 19.7 18.8 12.83 10.9 

議席 合計

1968 33 57 282 91 7 470 

1973 73 104 176 122 ， 473 
1978 86 112 144 119 12 474 

1981 43 282 83 60 6 474 

1986 32 211 146 127 4 35 555 

1988 24 269 122 127 12 1 555 

1993 22 65 238 208 22 555 

二
五
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八
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